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               審   査   の   要   旨 
 
小さな変異の積み重ねが、新規形態を生み出してきたとする現代の進化生物学において、実験的に進化を再
現するという試みは、非常に大きな意味をもつ。特に、一見適応的ではないとも考えられる進化の中間段階を
経ないと獲得できないような形態的特徴の進化は、ダーウィンによる「種の起源」の発表以来、進化生物学が
克服しなくてはならない、大きな課題であった。この問題に、棘皮動物の幼生骨片進化を題材にして取り組ん
だ、意欲的な研究であると高く評価された。また、次世代シーケンサーをもちいた進化の中間段階の再現は、
独創性も高く、画期的な成果であると評価された。 
平成26年1月30日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
